
11.17 音楽科（三棟） 

題材における成果と課題

１ 成果（○）と課題（●）

⑴ 音や音楽との出合いや学習課題の設定の仕方についての研究

○「Chessboard」との出会いの場面では，Official 髭男 dism が歌う原曲や本校コーラス部が歌

う混声合唱版を鑑賞させた。「遠い空の下で」は，作詞者本人が本校講堂で歌唱している動画

や，作曲者本人のインタビュー動画を鑑賞させた。「遠い空の下で」は既に市販されている同

声二部合唱版の楽譜を，作詞者・作曲者の許可を得て，混声四部合唱曲に編曲していただいた。

これらのことから，楽曲を身近に感じ，「自分たちにしかできない合唱がしたい」という思い

を持たせることができた。 

⑵ 音楽で交流し，感じ，考える学習活動の研究

○自分たちが目指す豊かな合唱の実現に向けて，国語科の授業で歌詞の内容や表現の工夫とその

効果について解釈し，音楽科の授業で自身の読取を歌唱表現に生かせるようにした。

●生徒主体の表現を練り合う場面を作ることができたが，論理的に自分の考えを表現させること

ができていなかった。来年度は，三角ロジックを用いて，根拠を示しながら自分たちの目指す

音楽を説明できるようにしたい。また，ファシリテーター役の生徒の育成もしていきたい。

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 題材構成と学習の振り返り，評価の計画についての研究 

○合唱の授業を通して，自分の成長を自覚することができるように，教材の印象が導入時と終末

時ではどのように変化したのか振り返る活動を取り入れた。

○学習の振り返りでは，生徒が記述した内容について，生成 AI を活用して授業者がコメントを返

す機能を取り入れ，生徒が客観的に学びを見つめ直すきっかけとなるようにした。また，生徒

の振り返りのコメントから次時の授業における課題などを取り上げ，生徒の実態に合った授業

展開にすることができた。

●AI の活用については，瞬時にコメントを返すことができる利点もあったが，ワンパターン化し

たり，生徒のコメントを繰り返したりする場面が多くあった。合唱ではなく，創作や鑑賞で AI

を活用してみたい。

      

     


